
メコン地域の大学間ネットワーク

チェンマイ大学・サバナケット大学
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メコン地域とは

アジア開発銀行の主導の下、1990年代はじめか

ら、タイ、ベトナム、ラオス、カンボジア、ミャン

マー、雲南省、広西チワン族自治区の5か国2地
域を対象に地域協力が進められ「大メコン圏」と

呼ぶ。

総人口は、3億3600万人（日本の約2.6倍）

面積は、約251万km²（日本の約6.9倍）

データ参照：世界銀行のOpen Data http://data.worldbank.org/
中国統計年鑑（2012）

国・地域名 人口
（百万）

面積
（万km²）

GDP
（10億米ドル）

1人当たり
GDP（ドル）

タイ 67.9 366.0 395.3 5,620

広西チワン族自治区 46.8 23.6 206.1 4419.4

ベトナム 91.7 155.6 193.5 1,980

雲南省 46.6 39.4 163.0 3509.1

ミャンマー 53.9 55.3 64.8 1,280

カンボジア 46.6 14.1 18.05 1,070

ラオス 6.8 9.2 12.3 1,730
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一体化が進む
メコン圏

・アジア開発銀行が進めているGMS協力。

・広域輸送インフラ整備による連結性が生まれ、メコン圏を

面として捉えていく必要性がある。

・「東西回廊」「南部経済回廊」「南北経済回廊」が概ね出

来上がっている。

・隣国との往来が従来と比べ、貿易・投資・観光等の発展

が見込める。

・この広域輸送インフラの整備によって、メコン全体の底上

げになる。
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チェンマイ大学

メコン地域における高等教育システムが急速

に拡大をしているが、担う人材の不足や質の

低さ大きな問題となっている。

メコン地域で先を歩んでいるタイの大学が積

極的に連携・交流を通して協力及び支援をし

ている。

チェンマイ大学はメコン地域とのネットワークを

構築し、中核的な役割を担っている。
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チェンマイ大学

1964年にタイで初めての地方大学として

創設。創設以来、職業につながる知識の

習得、高度な学問の収容、国民文化の保

護を掲げてきた。

北部唯一の国立総合大学であり、高い評

価を得ている。地元志向の強い学生が集

まる傾向があり、北部出身の優秀なが学

生が集まる。

2008年に、日本政府から草の根文化無

性資金を得て、人文学部HB6棟に日本

研究センターを設置。

2013年から日本研究周囲過程を開設

し、高度職業人・日本研究者の育成をし

ている。
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北部タイ日本語日本研究大学　
コンソーシアム

設立：2009年7月17日

目的・北部タイにおける、大学、日本研究期間との文化・芸

術等に着いての発展と相互交流。

現在は、9大学1機関で構成。

1.盤谷日本人商工会議所より支援を頂き、加盟大学・機関

の学生に奨学金を支給。

2.現地日経企業及び日本政府機関との共同企画

日系企業訪問、スピーチコンテスト、JENESYS Program絆プ

ロジェクト

3.個別企画

日本式運動会、カルタ大会、日本研究連続講義、日本研究

論集作成・配布事業

北部タイ日本語日本研究大学コンソーシアムホームページ　http://northconsortiumjp.blogspot.jp/　（2016年8月26
日最終確認）
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チェンマイ大学とラオス国立大学との
共同修士学位プログラム

2008年10月から、チェンマイ大学のイニシアチ

ブによりスタート。

メコン流域における経済開発に伴う政治的・経

済的変化に呼応して立案されたプログラム。

地域の最貧国であるラオスの高等教育の強化

と人材育成を強く意識している。

プログラムの使用言語は英語。

初めの1学期をチェンマイ大学、残りの2学期を

ラオス国立大学で学ぶ。

参照：http://www.tkfd.or.jp/leadership/sylff/a00024　（2016年8月26日最終確認）
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大メコン地域大学 　
コンソーシアム

大メコン地域大学コンソーシアム

メコン地域に在する24の大学で構成

サバナケット県は、日本が協力した第二

メコン架橋及び国道9号線が通っており、

ベトナムとラオスをつなぐ、「東西経済回

廊」が通っている。

サバナケット県には、日本のマスタープラ

ンによって設立されたサバン・セノ経済特

区がある。

北陸環日本海経済交流促進協議会・アジア経済研究所　編（2014年3月）

http://www.ide.go.jp/Japanese/Publish/Download/Report/2013/2013_B406.html
「ASEAN経済の動向と北陸企業の適応戦略」第5章「ASEAN域内の物流ネットワークーGMS経済回廊の現状と展望」石田正美

http://www.ide.go.jp/Japanese/Publish/Download/Report/2013/pdf/B406_ch5.pdf p145
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サバナケット大学

2009年10月にラオスで4番目に設立され

た相互大学。

東西経済回廊のラオス側の起点であり、

サバナケット大学を通じて実用的な知識

や技術を育成し、経済発展に資する人材

を輩出していく方向。

参照：サバナケット大学のホームページ　http://skulao.org/　（2016年8月26日最

終確認）
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アジアでは階層的な高等教育のネットワークが構築され、
それぞれが補完し合いながら高等教育システムの質的な向上を目指している。

アジアでは、UNESCO等の国際機関とASEANやSEAMEOとの連携が深化している。

チェンマイ大学のように域内の有力大学が、メコン地域における高等教育機関との連携
フレームワークを構築している。また、域外との連携の広がりを見せている。
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